
１）泉北環境整備施設組合の下水道について ２）合流式下水道緊急改善事業について

都市計画決定

　高石処理区：265ha

　北部処理区：1,298ha

　

　

４）泉北環境整備施設組合の合流式下水道緊急改善事業について

H21 H22 H23 H24 H25

５）泉北環境整備施設組合の耐震化事業について

高石処理区：265ha
　泉大津市：34ha

　和泉市：   78ha

　高石市： 153ha

H25 H26

昭和43年　合流式でｽﾀｰﾄ

平成元年　北部処理区の移管

北部処理区：1,298ha

平成元年　北部処理区の移管

都市計画決定：265ha

平成26年　高石処理区の移管

昭和49年　分流式がｽﾀｰﾄ

　本組合は、泉大津市、和泉市、高石市の3市で構成す

る一部事務組合で、昭和43年3月から高石処理区単独公

共下水道（1,563ha）として下水道事業に着手し、汚水

整備及び浸水防除を目的に管渠整備を行い、昭和47年8

月に高石処理場を合流式で供用開始しました。

　昭和49年3月に、南大阪湾岸流域下水道が計画決定さ

れたことに伴い、都市計画変更（処理区域の変更）を行

い、高石処理区（1,563ha）は、高石処理区（合流区

域：265ha）と北部処理区（分流区域：1,298ha）に

て整備されることとなりました。

　平成元年12月には、分流区域である北部処理区は、南

大阪湾岸北部流域関連公共下水道として構成市にそれぞ

れ移管され、合流区域である高石処理区は、高石処理区

単独公共下水道として、引き続き、本組合で整備するこ

ととなりました。

　平成20年度に合流式下水道緊急改善事業及び流域包含

に着手し、平成25年度末に同事業を完了しました。

　平成26年4月1日をもって、高石処理区単独公共下水

道を南大阪湾岸北部流域関連公共下水道に編入し、高石

処理区は構成市にそれぞれ移管されました。

　本組合では法令との整合を図り、合流式下水道緊急改善計画を策定し、合流式下水道の持つ問題を早期に

解決する取り組みを進め、概ね5年間（平成25年度末）を目標に施設等の改善を行い、事業を完了した。

　本組合の公共下水道は、合流式下水道として供
用されています。
　合流式下水道では、雨天時に未処理下水が放流
されるなど、公共用水域の水質への影響が問題と
なり、平成15年に下水道法施行令が改正され、
分流式下水道並の水質確保が義務付けられまし
た。
　このため、本組合では法令との整合を図るた
め、合流式下水道緊急改善計画を策定し、平成
20年度から合流式下水道緊急改善事業に着手し
ました。

　⑥中央制御室

都市計画決定：1,563ha

平成20年　合流改善事業着手

平成25年　合流改善事業完了

工　事　内　容

　①流域接続管

３）合流式下水道とその問題点について

　②高速ろ過施設（新設）

　③雨水滞水池（新設）

　④既設水処理池（改造）

　⑤沈砂池・ポンプ棟

　合流式下水道は、雨水と汚水を同一管渠によっ

て排除するシステムであり、早くから下水道事業

に取り組んできた自治体で多く採用されていま

す。

　このシステムは、汚水と雨水の対策を同時に進

められる反面、雨天時において未処理の汚水が雨

水とともに処理場から公共用水域（海・河川等）

に排出され、水質汚濁や悪臭の発生、公衆衛生上

の観点などから、大きな問題となりました。

　このため、合流式下水道を採用している自治体

向けに、その改善対策を緊急的かつ集中的に実施

する「合流式下水道緊急改善事業」が国により創

設されました。

　本組合では、これまでの震災によって下水道施設が甚大な被害を受けたことを踏まえ、平成25年度に高石

処理場の耐震化工事に着手し、人命の安全性を確保するとともに、重要な下水道施設の損傷を未然に防止す

るため、施設の耐震化にも合せて取り組みました。

平成26年　高石処理区の移管

※H25繰越工事　②津波対策工事

　①耐震化工事

工　事　内　容

泉北環境整備施設組合 合流式下水道緊急改善事業等の概要
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６）完成した施設について（合流改善事業）

                     

日　時：
　　　　　　　１０：１５～

場　所： 高石市高石ポンプ場地内

             

５）完成した施設について（耐震化事業）

７）事業成果について（改善項目及び目標） ・ 受付は、９：４５～
・ １～５は、高石ポンプ場３階会議室にて行う。
・ ５は、パワーポイントにて約25分程度
・ ６は、玄関集合後、次の順路のとおりとする。

（玄関⇒高速ろ過施設⇒新設滞水池⇒既設滞水池）
・ 出席予定者は、次のとおり調整する。

　管理者（1）、副管理者（2）
　組合派遣議員（15）、組合市議会議長・副議長（６）
　組合市副市長（４）、組合市職員（７）
　日本下水道事業団（3）、都市技術センター（１）
　大阪府職員（２）、組合代表監査委員（１）
　組合職員（15）
　　局長（１）、総務部長（１）、環境部長（１）
　　総務部理事（１）、総務部次長（２）、環境部次長（２）
　　総務課長（１）、総務課参事（１）、総務課長代理（１）
　　総務部職員（２）、環境部職員（２）

高石処理場施設改善事業
完成報告会

平成２６年１２月２５日（木）

次　　第

　分流並水質の達成（BOD放流負荷量）
　　91.3t/年 ⇒ 37.8t/年
　直接放流回数の半減
　　69回/年 ⇒ 34回
　スクリーンの設置
　　40㎜スクリーン設置済み

　大地震動に対する管理ポンプ棟の
　耐震壁化等補強
　想定浸水位（OP+5.35m）に対する
　管理ポンプ棟の耐津波壁化・防水化等補強

改　善　項　目 改　善　目　標

　① 耐震性能の確保

　② 耐津波性能の確保

改　善　目　標
　　　　　≪合流改善事業≫

　　　　　≪耐震化事業≫

改　善　項　目

　① 汚濁負荷量の削減

　② 公衆衛生上の安全確保

　③ きょう雑物の削除
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概 要 説 明

施 設 見 学

≪高速ろ過施設（外観）≫ ≪新設滞水地(1号滞水地外観)≫ ≪既設滞水地(1号滞水地)≫

≪新設滞水地(1号滞水池内部)≫≪高速ろ過施設(内部イラスト)≫ ≪既設滞水地(２号滞水地)≫

≪ポンプ棟耐震壁(新設)≫ ≪管理棟耐震壁(玄関ホール)≫ ≪管理棟耐震壁(玄関ホール裏)≫


